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岩手河川国道事務所

平成１９年９月１７日洪水の概要と
これまでの北上川上流域の

治水事業の効果

資料－２



流域平均２日雨量

平成１９年９月１７日洪水の平成１９年９月１７日洪水の降雨降雨の特徴の特徴
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自 平成14年7月 9日 0時

至 平成14年7月12日24時

自 平成19年9月17日 0時

至 平成19年9月18日24時

停滞した秋雨前線と、温帯低気圧に変わった台風第１１
号の影響により、北上川流域では９月１７日未明から雨が
降り出し、９月１７日夜にかけて県北西部を中心に激しい
雨となった。
降り始めからの総雨量は、奥羽山脈に位置する雨量観測
所で３００mmを超える降雨を記録したほか、盛岡や花巻の
雨量観測所でも２００mmを超えるなど、北上川上流から中
流域で記録的な降雨を観測した。

■平成１９年９月１７日洪水の降雨の概要

等 雨 量 線 図

明治橋上流 流域平均２日雨量
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■戦後における主要洪水の降雨の比較
戦後の主な洪水の降雨を比較すると、今回の降雨は上流

域（明治橋上流）では戦後最大規模の降雨であった。また、
北上川の治水計画上の基準地点である狐禅寺地点（一関
市）上流で見た場合では、近年の大洪水であった平成１４
年７月洪水を上回る降雨規模であった。

※明治橋地点上流での流域平均
雨量は208mm（２日雨量）を記録
し、概ね８０年に一度程度発生し
うる降雨規模に相当

※一関の狐禅寺上流平均雨量は、
173mm（２日雨量）を記録し概ね５０
年に一度程度発生しうる降雨規模に
相当し、平成１４年７月洪水（160mm/
２日：概ね３０年に１度の規模に相当）
を上回る規模の洪水

狐禅寺上流 流域平均２日雨量
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館坂橋
（盛岡市）

明治橋
（盛岡市）
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朝日橋
（花巻市）

男 山
（北上市）

桜木橋
（奥州市）

大曲橋
（奥州市）

狐禅寺
（一関市）

諏訪前
（一関市）

昭和22年9月 － 4.52 6.32 6.87 － 6.25 7.53 16.89 －

昭和23年9月 － 3.54 5.52 6.77 6.36 － 14.89 14.50

昭和56年8月 2.73 2.23 4.24 4.72 4.85 5.10 5.37 12.51 10.54

昭和62年8月 2.22 1.72 3.59 4.40 4.81 5.17 5.50 12.11 10.13

平成 2年9月 2.80 2.19 4.26 4.46 4.54 4.48 5.02 11.03 9.26

平成 7年8月 2.45 1.87 3.89 4.35 4.32 4.16 4.71 10.30 8.78

平成10年8月 2.34 1.25 2.89 3.45 3.65 3.57 4.50 11.14 9.77

平成14年7月 2.72 2.26 4.73 5.42 5.22 5.50 6.21 13.51 11.51

2.88 2.54 5.37 5.79 5.40 5.65 5.79 12.18 10.18

9月18日 9月17日 9月18日 9月18日 9月18日 9月18日 9月18日 9月18日 9月18日

0:00 23:00 1:00 1:00 0:00 2:00 5:00 17:00 20:00

平成19年9月
(前  線 )

洪水が起きた
年    月

最  高  水  位  （ｍ）

平成１９年９月１７日洪水の平成１９年９月１７日洪水の水位水位の特徴の特徴
■主な洪水の最高水位の比較
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■各水位観測所の最高水位と超過時間

北上川上流（岩手県内）の洪水予報基準水位観測所で
は、１０観測所で「はん濫注意水位」を上回り、超過時
間は最大５３時間にも及んだ。さらに、６観測所では
「はん濫危険水位」を超過した。

過去の洪水と今回の洪水による各地点の水位を比較す
ると、館坂橋（盛岡市）で戦後最大を記録したほか、紫
波橋（紫波町）から男山（北上市）まで戦後二位の水位
となった。

近年における主要洪水比較（狐禅寺地点）
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狐禅寺地点における近年の主要洪水の比較

一関遊水地
の遊水状況
（一関市） 平成平成1919年年99月月1818日日

1717時頃撮影時頃撮影
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平成１９年９月１７日洪水（前線）

四十四田ダム（盛岡市） 平成19年9月18日15時頃撮影
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（北上川）
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平成１９年９月１７日洪水（前線）

北上川・中津川・雫石川三川合流部（盛岡市） 平成19年9月18日16時頃撮影
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平成１９年９月１７日洪水（前線）

館坂橋下流右岸（盛岡市） 平成19年9月18日10時頃撮影

北上川
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平成１９年９月１７日洪水（前線）

北上川井戸向橋付近（花巻市石鳥谷町） 平成19年9月18日15時頃撮影
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水防活動状況水防活動状況 H14.7H14.7洪水との比較洪水との比較
H19.1H19.111..9 9 現在現在

四十四田・御所ダム及
び堤防整備の効果 下流部の降雨が少なかった

上流域で戦後最大
となる豪雨

浸水戸数比較（床上、床下別）浸水戸数比較（床上、床下別）

３３９

浸水家屋
（戸）

２，７７０Ｈ１９．９．１７洪水（※１）

浸水面積
（ha）

北上川上流（岩手県内）

北上川上流（岩手県内）の被害北上川上流（岩手県内）の被害

※１ １１月９日現在の集計値

８

浸水戸数浸水戸数



北上川上流における治水事業の効果北上川上流における治水事業の効果
～平成１９年９月１７日洪水を基に検証～～平成１９年９月１７日洪水を基に検証～

●平成１９年９月に、明治橋（北上川の治水計画の主要地点）より上流で、流域平均雨量（２日
間で２０１mm）が戦後最大となる豪雨が北上川上流を襲った。

●このため、北上川沿川において約３４０戸の浸水被害が発生したが、流域全体に及ぶ甚大な
被害には至らなかった。

●これは、北上川の抜本的な治水対策の契機となった「カスリン・アイオン台風」以降の治水事
業による効果と考えられる。

●この効果を検証するため、もしダムや堤防がなかったら、どのような被害が発生したのか明ら
かにすることで、６０年間の治水事業の効果を検証する。

治水事業の変遷治水事業の変遷
藩 政 時 代

明治時代～昭和初期

○河道付け替えや（小さな）堤防が中心

→伊達藩による新田開発と舟運路の整備

→南部藩により盛岡城下の北上川河道付替え

○明治初期～中期

舟運を目的とした低水工事 「一関～盛岡」

○明治２９年「河川法制定」

これを期に治水の促進期を迎える

○明治後期～昭和初期
宮城県側の治水対策

→ 新北上川の開削（放水路）

近代の
河川改修へ

昭和１６年 北上川上流改修計画 策定

昭和昭和2222年年カスリンカスリン,23,23年アイオン台風年アイオン台風
既往最大既往最大の洪水の発生の洪水の発生

昭 和 初 期 ～ 現 代

→ ダムの建設を優先（田瀬ダム建設）
しかし、戦況の悪化により中止

昭和２４年～４８年 北上川上流改修計画 改訂

→ ダム計画の見直し ＋ 遊水地計画
→ 大規模築堤工事の実施（S23～S40年後半）
→ S21 石淵ダム着手 S25 田瀬ダム再開

S32 湯田ダム着手 S37 四十四田ダム着手
S42 御所ダム着手

→ S47 一関遊水地着手
９



１７，０５５

１７，４４０

３３９

浸水家屋
（戸）

３，０９０６，８３２治水事業の効果

３，１８０９，１５０ダムや堤防がなかった場合※３

９０※２２，７７０Ｈ１９．９．１７洪水（実績※１）

被害総額
（億円）

浸水面積
（ha）

北上川上流（岩手県内）

北上川上流（岩手県内）北上川上流（岩手県内）ににおける治水事業の効果おける治水事業の効果

●カスリン・アイオン台風以降、６０年間に５ダムや一●カスリン・アイオン台風以降、６０年間に５ダムや一
関遊水地の建設、盛岡市など主要都市を防御す関遊水地の建設、盛岡市など主要都市を防御す
るる堤防整備など治水事業が進められ、今回の洪堤防整備など治水事業が進められ、今回の洪
水では約水では約３３，，０９０９０億円の被害軽減効果を発揮。０億円の被害軽減効果を発揮。

○治水事業の効果イメージ

●昭和２２年のカスリン台風を契機として抜本的
な治水事業が進められたことにより、北上川沿
川の被害は確実に減少している。

※１ 実績は１１月９日現在の集計値
※２ 実績の被害額は推定値
※３ 平成19年9月17日洪水の氾濫シミュレーション結果（公共土木施

設等被害を除く一般資産被害額）による推定値

北
上
川

北
上
川

雫
石
川

雫
石
川

中津川中津川

盛岡市街地盛岡市街地

平成平成1919年年99月月1818日日
1616時頃撮影時頃撮影

盛岡駅盛岡駅

平成平成1919年年99月月1717日洪水の状況（盛岡市日洪水の状況（盛岡市::三川合流部）三川合流部）

北上川上流全体における治水事業の効果北上川上流全体における治水事業の効果

平成平成1919年年99月月1818日日 1717時頃撮影時頃撮影

平成平成1919年年99月月1717日洪水の状況（一関市日洪水の状況（一関市::一関遊水地）一関遊水地）

北
上
川

北
上
川

磐井川磐井川

第一遊水地第一遊水地
第三遊水地第三遊水地

第二遊水地第二遊水地

はん濫
発生
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雫石川雫石川
中津川中津川

北上川北上川

平成19年9月17日洪水において
治水事業を行っていない場合の浸水想定区域

盛岡市における実績被害と想定盛岡市における実績被害と想定被害被害の比較の比較

７，２００７，２００５３０５３０ダムダムやや堤防が堤防がななかった場合かった場合※２

４５１０２Ｈ１９．９．１７ 洪水（実績※１）

浸水家屋（戸）浸水面積（ha）盛岡市の場合

治水事業の効果～盛岡市における治水事業～治水事業の効果～盛岡市における治水事業～

●四十四田ダム及び御所ダムでは、ダム完成後
最大の流入量を記録した。しかしながら、下
流の盛岡市街地では北上川のはん濫による浸
水被害は発生していない。

明治橋明治橋

盛岡駅盛岡駅

水防活動の実施により盛岡駅周辺の浸水被害を軽減水防活動の実施により盛岡駅周辺の浸水被害を軽減

盛岡市三川合流点盛岡市三川合流点

（雫石川左岸水防活動）（雫石川左岸水防活動）

北
上
川

北
上
川

雫
石
川

雫
石
川

雫石川雫石川

平成平成1919年年99月月1818日日
1515時頃撮影時頃撮影

四十四田ダムの整備効果四十四田ダムの整備効果

北
上
川

北
上
川

四十四田ダム四十四田ダム

洪水調節により洪水調節により
流水を貯留流水を貯留上流から流出した上流から流出した

大量の流木を貯留大量の流木を貯留

盛岡市街地の直上流に位置す
る四十四田ダムでは、大量の
流水や流木を貯留し、下流の
被害軽減に効果を発揮

盛岡市中心部だけでも盛岡市中心部だけでも
浸水被害は大幅に軽減浸水被害は大幅に軽減
された。された。

一部では水防活動により一部では水防活動により
浸水被害を軽減浸水被害を軽減

※１ 実績は１１月９日現在の集計値
※２ 平成19年9月17日洪水の氾濫シミュレーション結果による推定値
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平成19年9月18日 17時頃撮影
平成19年9月(前線)洪水による浸水区域

今回の洪水で一関遊水地の堤防が無かった場合の想定浸水区域

平成19年9月(前線)洪水による浸水区域

今回の洪水で一関遊水地の堤防が無かった場合の想定浸水区域

狐禅寺水位観測所 ▲

第第11遊水地遊水地 第２遊水地第２遊水地

第３遊水地第３遊水地

太田川太田川

衣川衣川

一関遊水地事業は、S22（カスリン台風）、S23（アイオン
台風）による洪水被害を契機に計画され、S47年度から着手
している。
今回の洪水で一関遊水地の周囲堤がなかった場合、浸水面積
約５２４ha、浸水戸数で約３９０戸の被害が想定され、これ
までの周囲堤の整備により、この被害が軽減できたと考えら
れる。

磐井川磐井川

北上川

一関遊水地

390

0
0

100

200

300

400

平成19年9月洪水
浸水戸数（実績）

堤防がなかった場合の
浸水戸数（推定）

３９０戸
の軽減

524

0
0

100

200

300

400

500

600

平成19年9月洪水
浸水面積（実績）

堤防がなかった場合の
浸水面積（推定）

５２４ｈａ
の軽減

浸水面積(ha)

浸水戸数(戸)

治水事業の効果治水事業の効果 ～～ 一関遊水地事業一関遊水地事業 ～～

北上川北上川

磐井川磐井川
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平成平成1414年年77月月1111日洪水の状況日洪水の状況

妻
神
観
測
所
▲

諏
訪
前
観
測
所
▲

治水事業の効果治水事業の効果 ～砂鉄川緊急治水対策事業～～砂鉄川緊急治水対策事業～

9/ 8 1:3015.79m諏訪前平成19年9月
台風9号

9/ 7 16:2017.16m妻 神

7/12 1:0019.62m諏訪前平成14年7月
台風6号

7/12   2:0019.97m妻 神

9/18 19:4018.30m諏訪前平成19年９月
前線
（今 回） 9/18 18:5018.58m妻 神

ピーク水位 ピーク水位日時観測所

【堤防がない場合の浸水範囲（推定）】

平成19年9月18日 17時頃撮影

北上川

砂鉄川

１９０ｈａ２３戸５３戸
平成19年9月17日洪水
（堤防がなかった場合※２）

０ｈａ０戸０戸
平成19年9月17日洪水

（実績※１）

２８０ｈａ６０戸３５０戸
平成14年7月 台風6号

（実績）

浸水面積床下浸水床上浸水洪 水

北
上
川

砂鉄川

平成１４年７月洪水と平成１９年９月洪水の水位比較

平成１４年７月洪水と平成１９年９月洪水の想定被害比較

北上川

砂鉄川

※１ 実績は砂鉄川によるはん濫の被害
※２ 平成19年9月17日洪水の氾濫シミュレーション結果による推定値
※上表は直轄管理区間のみ対象

堤防整備により、堤防が整備される以前の浸水面積１９０ｈａのはん濫を解消

0 50 100 150 200
浸水面積（ha）

１９０ha（砂鉄川によるはん濫）

０ha

堤防整備による浸水低減効果（砂鉄川によるはん濫）

堤防
整備前

堤防
整備後
（今回）

平成平成1919年年99月月1717日洪水の状況日洪水の状況

●平成１４年７月の台風６号による砂鉄川の緊急治水対策事業（床上浸
水対策特別緊急事業：平成１１年度～平成１７年度、河川災害復旧等
関連緊急事業：平成１４年度～平成１７年度）が実施され、平成１７
年度に事業が完了している。

●平成１９年９月７日の台風9号に引き続き、９月１７日には前線に伴
う豪雨により大きな出水となったが、砂鉄川では、抜本的な堤防整備
により、砂鉄川のはん濫による浸水被害の解消が図られた。
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周囲堤

北上川北上川

磐井川磐井川

【H19.9（前線）洪水】

第一遊水地

公共施設
及び商業施設

Ｓ５６洪水Ｓ５６洪水

浸水範囲浸水範囲

一関遊水地における周囲堤の整備により一関遊水地における周囲堤の整備により浸水被害が浸水被害が軽減軽減されたされた
【S56.8台風15号洪水】

北上川北上川
磐井川磐井川

磐井川磐井川
第一遊水地

周囲堤位置

治水事業の効果治水事業の効果
～～一関遊水地事業・砂鉄川緊急治水対策事業～一関遊水地事業・砂鉄川緊急治水対策事業～

周囲堤を周囲堤を
整備整備

砂鉄川緊急治水対策事業砂鉄川緊急治水対策事業による堤防による堤防整備により整備により浸水被害浸水被害が減少が減少

北上川

砂鉄川

平成平成1919年年99月月1717日洪水の状況日洪水の状況

北上川

砂鉄川

平成平成1144年年77月月1111日洪水の状況日洪水の状況

堤防堤防
整整備備
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イギリス海岸
朝日大橋 朝日橋

豊沢橋

桜橋

排水ポンプ車なしの場合

（浸水面積約8ha 浸水家屋約80戸）

内水施設なしの場合

（浸水面積約55ha 浸水家屋約760戸）

瀬川

北上川

豊沢川
後川

後川救急内水施設

排水機場・排水ポンプ車により浸水被害を軽減排水機場・排水ポンプ車により浸水被害を軽減
●後川地区救急内水施設では、施設計画規模（1/20降雨 １５９mm）を大幅に上回る降雨
（花巻雨量観測所２０５mm：１／１００規模に相当）を観測。
●排水ポンプ車３台を緊急的に追加配備し家屋浸水を回避。
（推定で約８haの浸水を軽減し、約８０戸の家屋浸水を防御）

花巻市街地

花巻雨量観測所

159
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-
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昭和62年8月洪水（1/20引伸）

平成19年9月17日洪水（実績）

時間雨量

（mm）

累加雨量

（mm）

経過時間（時間）
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